
第３学年 道徳科（人権）学習指導案 
 

１ 主題 誇りうる生き方を求めて 

２ 主題設定の理由（省略） 

３ ねらい 

  同和問題を自分自身の問題として捉え、誇りうる生き方を求めて仲間と共に部落差別をはじめ様々な差

別を解消していこうとする態度を育てる。 

４ 指導計画 

 

 

 

 

 

 

 

LGBTQ+について理解する 

「性の多様性と人権」（わたしの願い） 

                【総合的な学習の時間】３時間 

 

 

 

 

 

 

○人権作文 

  【学級活動】      ２時間 

○校内人権に関する意見発表会 

  【総合的な学習の時間】２時間 

○講演 

  【総合的な学習の時間】２時間 

  【学級活動】      １時間 

・多様な性のあり方について理解し、LGBTQ+への偏見や

 差別について考え、誰もが自分らしく生きられる社会

 を実現しようとする態度を育てる。 

 

 ・様々な立場の人の気持ちを考え、

  自分の生活を振り返ることで、偏

 見や差別のない社会の実現をめざ

 すために行動しようとする態度を

 育てる。 

 

 

 

 

 

インターネットによる人権侵害から学ぶ 

                      【総合的な学習の時間】１時間 

 

 

 

 

・インターネット上での人権侵害の危険性を理解し、自

 分の言動に責任をもち、他者とよりよい人間関係を築

 こうとする意欲を高める。  
 

 

就職差別について考える 

社用紙ワークシート（自作）    【道徳科】３時間 

・社用紙の中に差別的事項が含まれていることに気付き

 差別を解消していこうとする態度を育てる。 
 
 

結婚について考える 

「結婚するって、本当ですか」（わたし出会い発見Part２） 

 

【総合的な学習の時間】２時間 

・自分の理想の結婚相手について意見を交換し合い、その人の人柄や性格よりも職業や社会的地位、出

身地などの情報を意識しがちであることに気付かせ、よりよい結婚について考えようとする意欲を高

める。 
 
 

結婚差別について知る 

「部落の心を伝えたいシリーズ⑧ ぬくもりを感じて―刺激的ナイスガイ―」（人権啓発ビデオ） 

 【総合的な学習の時間】１時間 

・結婚差別の実態を知り、不合理な差別に憤りをもち、差別に立ち向かっていく意欲を高める。 
 
 

誇りうる生き方を求めて 

「峠」（私たちの道徳） 

 

【道徳科】３時間（本時３／３） 

・二人の結婚に至るまでの道のりから、自らの生き方を考え、誇りうる生き方を追求するとともに、反

 差別の立場を貫こうとする態度を育てる。 

 

  ＜常時活動＞ 

明日への扉・とこチャレ
 

 

レクリエーション 

（毎週水曜日） 

・小さいことでも続けることで自信を付け、いろい

 ろなことに挑戦できるようにする。 

・レクリエーションを通して級友とコミュニケー 

ションをとり、互いを思い合える集団をつくる。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 



５ 本時の学習 

（１）目標 

   結婚差別を乗り越えた二人と両親の生き方を通して、自らの心の中にある差別意識と向き合い、仲間

と支え合い、部落差別をはじめ様々な差別をなくしていこうとする意欲を高める。 

 

ねらいとする道徳的価値 Ｃ -（11）公正、公平、社会正義 

 

（２）普遍的な学習のテーマ 法の下の平等 

個別人権課題名    同和問題 

 

（３）展開 

学習活動 指導上の留意点 

１ 前時の学習を振り返る。 

  

 

２ それぞれの「かげ」におびえた経験について意

見を共有し、自分自身を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 自分自身を誇れる生き方について、具体的に

考える。 

・個人で考えたことを、班で共有する。 

・班で共有したことを踏まえて、自分自身の誇

れる生き方について発表する。 

 

４ 今後、様々な差別をなくしていくためには、ど

のような行動をすればよいかについて考え、発

表する。 

○恵子さんの両親の気持ちがなぜ変わっていったの

かについて確認させる。 

                 

○自分自身の「かげ」におびえた経験について事前に

考えさせておく。          

○一人一台端末を用いて、できるだけ多くの生徒の意

見を共有させ、自分の中の差別意識と向き合わせ

る。                    ① 

 

 

 

 

○恵子さんや幸司さん、恵子さんの両親の生き方を通

して学んだことから「自分自身を誇れる生き方」に

ついて自分の言葉で表現させる。       ② 

 

 

 

○普段の生活や３年間の学習を振り返り、差別解消に

向けた具体的な行動について考えさせる。  ①② 

 

 

（４）評価 

・自分の中の差別意識と向き合い、仲間と共に差別をなくしていこうとする意欲を高めることができた

か。                               （価値的・態度的側面）① 

・仲間の考えや思いを受けとめ、自分の考えや思いを表現することができたか。  （技能的側面）② 

 

 

 

自分自身を誇れる生き方とは、どのような生き方だろうか。 


